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(1953,1966)が ソ ンディ法 とロールシャッハ









シャッハ法 とその直後にソンディ法 を実施 し
て、それぞれの反応を比較検討した。なおロー
ルシャッハ法については、すべての図版(第1











ンディ法1回 を対象 として比較研究 している。
ソンデ ィ法の因子反応 とロールシャッハ法の言語反応の関連性 についての一考 察
調査 の実際
事例1:男 子18歳(知 能 普通)
ロールシ ャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段階 での反応
7"A 何 か な あ ・ ・身 体 の … 人 間 の 骨 ・ ・肋 骨 み た い
〈肋 骨 み た い。 組 み方 が ・ ・〉 drF十AtBone
八V(図 版 回転)





〈こ こ出 と る し ・ ・かぶ る兜 〉
dF±Ad
WSF±Crown
ロール シャッハ法直前に施行 した事例1の ソ ンデ ィ法反応
衝 動 S P Sch C
因 子 h S e hy k p d m
前景像VGP 0 一 ± 一 一 十 0 十
理論的補償像ThKP ± 十 0 十 十 一 ± 一





































の ものを出す ことができないためにもどか しさ










を示 してお り、 ソンディ法ではSベ クターの低
下、つまりこの事例に即していえば、直前に施
行 したソンディ法の対応す る反応で は、SO一








事例1の ロール シャ ッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表
ロールシ ャッハ法による ロールシャ ッハ法 の ソンデ ィ法による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
何 か な あ ・ ・身 体 の … 人 間 強 い不 安、強 い恐怖 感情、心 気 P± ‐ ・Sch‐ 十
の 骨 ・・肋 骨 みた い く肋 骨 みた い。 状態、強 い不 安 を抑制 しよ うと (罪業 ・刑罰 不 安、神 経症 状 態、心 気 妄
組 み方 が ・ ・>drF+At する傾向 想傾向、体 感異常、内面の不安 を抑 制 し
よ うと緊張す る)
何 かの虫 … あ と分か らん 活動 エネル ギーの低下、 SO-・S± ±EKP・CO十!
〈d3十d5ツ ノ と頭 の て っ ぺ ん〉 無 気力 状態、疲 労 感、精 神的 退 (不活発、 意欲 低下、無 気 力、消 極 的、
dF±Ad 行状態、意欲 のなさ 状況依存傾向)
かぶ と 自我防衛、攻撃性の抑圧、 hy-(EKPも 同 じ)・d-II
〈こ こ 出 とる し ・ ・か ぶ る兜 〉 硬 い構 え (自己隠ぺ い、柔軟性 の欠如)
WSF±Crown 自己保全への独善的な構え Sch十 十EKP




注:EKPと あるの はEKPで の反応
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ソ ンディ法 の因子反応 とロールシャ ッハ法の言語反応 の関連性 についての一考察
事例2男 子18歳(事 知能 普通上)
ロールシ ャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段 階での反応
な ん だ こ り ゃ!
10"Aか ぼ ち ゃ!・ ・
〈半 分 に切 っ た と こ で、 ここが(S)種 の ところ〉
15"V土 偶 ・ ・〈顔 、 手 、 足 、 こ れが(S)目 だ と思 う〉
そ ん な と こ ・ ・ … しか し、 ま あ ・ ・ …
40"V冠 み た い ・ ・〈形 が似 てい る。 抜 け て い る とこ ろ が(S)、
冠 に あ る とこ ろ と そ っ くり〉






ロール シャ ッハ法直前に施行 した事例2の ソンデ ィ法反応
衝 動 S P Sch C
因 子 h S e hy k p d m
前景像VGP 十 0 十 一 一 十 一 十
理論的補償像ThKP 一 ± 一 十 十 一 0 一
実験的補償像EKP 一 十! 0 φ ± 十 ± 0
事例2の テス ト反応の考察

































して、 対 人場 面 で は 虚勢 的 な行 動 や 、 強 い 自
己顕 示 的 な構 え を示 しや す い傾 向 が あ る
とい っ た こ と を意 味 して い る。
一 方 ソ ンデ ィ法 で は
、
① 小 心 で 、傷 つ きや す い心 気 症 的傾 向 が あ る(P
+‐ ・Sch‐+)o
② 幼 稚 で 退行 しや す い 、 甘 え っ子 な 要 素 もあ る
が 、 同 時 に 感 情 混 乱 が 生 じや す く、周 囲へ の
不 平 や 不 満 も秘 め られ て 、 内在 した 攻 撃性 も
持 っ て い る(SO+・m+、eO・S-+!
EKP,hy‐!)o
③ 心情 は 不 安 定 で 、 い らい ら しや す く、 不 安 ・
緊張 な ど動 揺 しやす い 傾 向が 認 め られ る(eO・
Sch±+・C-1一 一〇EKP)o
な どが 認 め られ て い る。
またロールシャッハ法によるテスト解釈方式で
は記号化できないが、被験者が第一番に図版を




すれば、S+0(幼 稚 さ)、s+!(積 極性、活気 ・
攻撃性)、m+(依 存 ・情愛欲求)と して理解
することができる。
以上のような点を要約 して、事例2で 出現 し




事例2の ロール シャッハ法 とソ ンデ ィ法の対比的要約表
ロール シ ャッハ 法による ロール シャッハ法の ソンデ ィ法による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
か ぼ ち ゃ!・ ・ 口唇愛傾向、依存欲 求。 m十
〈半 分 に 切 った と こ で、 こ こが (依存、甘 え、口唇 愛欲求)
(S)種 の ところ>WSF±PI
Food
土 偶 ・ ・〈顔 、手、足 、こ れ が(S) 精神的退行、幼稚 さ。 m十 ・S十 〇 ・C±OEKP・Sch-一 ・
目だと思 う>WSF±(H) 古 い対象への依存心や執着傾向。 Sch± 十EKP
Antiquity 生 き生 き と した人間 への関心 の (依存 、甘 え、幼 稚、退 行、内 的 不 安 と
乏 しさ。抑圧 された不安や緊張。 緊張、消極 的態度、一時的激 情 と現 実適
逃避。 応への努力)
冠 み た い ・ ・ 〈形 が似 て い る。 抜 権威的構 え。権威への憧 れ。 p十(VGP・EKP共 に)・hy-!
け て い る と こ ろ が(S)、 冠 に あ 虚勢、 自我防衛的傾向 (自我拡大的構 え、 自己隠ぺい)




ソ ンデ ィ法の因子反応 とロールシャ ッハ法の言語反応の関連性 についての一考 察
事例3女 子19歳(知 能:普 通下)
ロール シャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段 階での反応
14"A蝶 ちょ
〈全体だ よ。 目とか尻 尾。 白いの は(S)模 様 だと思 う し、蝶 ちょの柄。
向 こうか ら来るの を見てる。大 空に羽ばたいている弱 っちい蝶 ちょ>
WSFM±FKAP
30"<兎 と兎が戯れている
〈顔、耳、脚。遊 んでいるよ うな … 真ん中は、何 でもない>WFM±A
もうないよ55"
ロールシャ ッハ法直前 に施行 した事例3の ソンデ ィ法反応
衝 動 S P Sch C
因 子 h S e Hy k P d m
前景像VGP 十 ± 0 一 一 0 一 十
理 論的補償像 丁hKP 一 0 ± 十 一F一 ± 十 一







一匹の蝶が羽 ばたいているとい う不安 な感 じ
と、「弱っちい蝶 ちょ」といった弱小感を反映
































以上のような点を要約 して、事例3で 出現 し




事例3の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表
ロールシ ャッハ法によ る ロール シャッハ法の ソンデ ィ法による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
蝶ち ょ 幼稚 さ、子 どもっぽ さ m+!・C-0(依 存 ・甘 え)
〈全体 だよ。 目とか尻尾。 白いの 自由 な気楽 さを求 め る心情 と、孤立 PO-・Sch-0(小 心 ・心 気 傾 向)
は(S)模 様 だ と思 うし、蝶ち ょ 状況 や孤独感 が示 されている。 h-EKP・S-f-±
の柄 。向 こ うか ら来 るの を見 て 弱小感、空虚感 (孤立 と心的動揺 、不 安傾 向)
る。大 空 に羽 ばた い てい る弱 っ 不安感 や寂 しさ Sch-0・Sch--EKP(抑 制 ・防 衛)
ちい蝶 ちょ〉 ポ ピュラーな多発反応 S十 ±(情 緒 の動揺 が表面化)
WSFM±FKAP m十!(孤 立す ることへの強い不安)
兎 と兎 が戯 れている 幼稚 さ、子 どもっぽさ C-十!・C-OEKP
〈顔 、 耳 、 脚 。 遊 ん で い る よ う 快楽追求的 (情愛欲 求 ・依存欲 求)
な … 真 ん 中 は、 何 で も な い〉
WFM±A
注:EKPと あるのはEKPで の反応
事例4男 子15歳(知 能 普通)
ロ ー ル シ ャッハ 法(第1図 版) 片 口式 〈 〉:質 問吟味段階 での反応




島みたいな崖。海 にある じゃん!水 に影 が映っている
〈水 か ら顔 を出 している島。影 が水 に映 っている。下の ほ うが少 しボケ ているから
映っている と思 った。風景 は好 き。 この先 っぼか ら飛 び降 りて死 んだりす る>
WFK十Lds
(終了)
ロール シャッハ法直前 に施行 した事例4の ソ ンデ ィ法反応
衝 動 S P Sch C
因 子 h S e hy k p d m
前景像VGP 0 0 ± ± 一 一1一 一 冖
理論的補償像ThKP ± ± 0 0 十 一 十 一F一
実験的補償像EKP ± 一 十 φ 十 一1一 _i 十
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事例4の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対比的要約表
ロール シャッハ法 によ る ロールシ ャッハ法の ソ ンデ ィ法 による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
化け物 強い不安、感情的混乱、焦燥感 P± ±(感 情 的爆発 の危険性、 不安 を
〈見 っ た くな い!顔 み た い な感 じ。 生 じている恐怖 心 を回避 しよう は らんだ強迫傾向 と緊張状態)
薄気味悪 い、色 が。動物の化 け物〉 と緊張 して いる C-一(現 実か らの逃避 ・現実回避)
WSFC'±(Ad)
島 みたいな崖。海 にある じゃん!水 エネル ギーの低下 SOO・S±-EKP
に影 が映 っている 活動力や意欲の低下 (エネル ギーの低 下、消 極 的態 度、気
〈水 か ら顔 を出 している島。影が水に 現実逃避的 力や意欲低下)
映 ってい る。下 の ほうが少 しボ ケ て 自殺企図の危険性 C-一(現 実逃避、 目標 喪失)
いる か ら映 ってい ると思った。風 景





事例5男 子19歳(知 能 普通下)
ロール シャッハ法(第1図 版)片 口式 〈 〉:質 問吟味段階での反応[]検 査者 の言葉
5"A これは蝶 です。
〈全体 が蝶 に見 えた。羽 をバ タバ タ してい る。飛んでいる感 じが した>
WFM±AP
18"A蟹 に見 えます。
〈この部分(d1)が 蟹 に見 えた。他 はまった く関係 ない。蟹の角の先 に見 えた。




〈全体 とい うこ とではないが、羽 と目の部分 が特 にこうもりに見 えた。
夜 行性 の動物 に見 えた。 夕方 から夜 にかけて飛び回 る。羽が似 てい る。>
WF±AP'
それだ けです。1'4"
ロール シャッハ法直前 に施行 した事例5の ソンデ ィ法反応
衝 動 S P Sch C
因 子 h S e hy k p d m
前 景 像VGP 十 一 一 一 0 ± 十 一
理論的補償像ThKP 一 十 ± 十 ± 0 一 十
実験的補償像EKP φ 十 一 ± ± 0 ±
一
事例5の テス ト解説





































































事例5の ロール シャッハ法 とソンデ ィ法の対 比的要約表
ロール シャッハ法 によ る ロールシ ャッハ法の ソンデ ィ法 による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
これは蝶 です 活動的、積極 的 s+EKP(活 動的 ・積極的傾 向)
〈全体 が蝶 に見 えた。羽 をバ タバ タ し 平凡反応に逃げる防衛的要素 P-一
ている。飛 んでいる感 じが した〉 (内面 の不安を抑制 した防衛的構 え)
WFM±AP
蟹 に見 えます 攻撃性 s+EKP(活 動的 ・積極的傾 向)
〈この部分(d1)が 蟹 に見 えた。他 過敏 さ、繊細 さ、傷つ きやす さ P‐ ‐,SchO± ・Sch±OEKP
は まった く関係 ない。蟹 の角 の先 に 内面 に抑圧 され た不安 (感情 の抑圧 に よって内的 パニ ック
見 えた。角 を立 てた感 じ。角 を立 て 動揺の生 じやす さ が生 じてお り、 自我 は依 存 と自立
た状 態 であ る。部分 的に そこだ けが 不 自然 な自己中心的 ・独善的判断 で混 乱 を招 き不 安の高 まりや すい
見えた>dF:FAd 状 態)
hy± ・k±(過 度 に 抑圧 しよ う と し
て、抑制 を欠 くことがある)
こ うも り 過敏 さ、繊細 さ m-VGP・EKP(現 実 遊 離 構 え、
〈全体 とい うこ とではないが、羽 と目 隠蔽 された高 い活動性 ・敏捷性 精神的不安定傾向)
の部分 が特 にこ うもりに見 えた。夜 現実逃避的傾向 C十 一(現 実か ら孤立 した抑 うっ)
行性 の動物 に見 えた。 夕方 か ら夜 に 抑 うつ傾向 s+EKP、P-一(内 面 の 不 安 を隠
か けて飛 び回る。羽が似 ている。〉 精神的安定を欠きやすい要素 蔽 して攻 撃的 ・活 動的 状況 に逃 避
WF±AP' 防衛的構え しよ うとしている防衛的構 え)
注:EKPと 記 載が あるの はEKPで の反応 で ある。 記載が ない場 合やVGPと 記載 がある もの は、VGPで の反応 である。
ユユ
佛教大学教育学部学会紀要 第8号(2009年3月)
考 察 の因子反応 とロールシャッハ法の言語反応を比
事例1か ら事例5ま での5事 例のソンディ法 較をして一覧表にまとめると以下のようになる。
各事例をまとめて一覧にしたロールシャッハ法(第1図 版反応)と ソンディ法の対比的要約表
ロールシ ャッハ法 によ る ロールシャ ッハ法の ソンデ ィ法 による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
何 かな あ ・・身 体 の … 人 間 の 骨 ・・ 強い不安、強 い恐怖 感情、心気状 P± ‐ ・Sch‐ 十
肋 骨 み たい く肋 骨 み た い。組 み 方 態、強い不安 を抑制 しよ うとする (罪業 ・刑 罰不 安、神経 症状 態、心
カご・ ・>drF:FAt 傾向 気 妄想 傾 向、体感 異 常、内 面 の不
安 を抑制 しようと緊張す る)
何 かの虫 … あと分 からん 活動 エネルギーの低下、 SO-・S± ±EKP・CO十!
〈d3十d5ツ ノ と頭 の て っ ぺ ん〉 無気力状態、疲 労感、精 神的退行 (不活 発、意欲低 下、無気 力、消極
dF±Ad 状態、意欲 のな さ 的、状況依存傾向)
かぶ と 自我 防衛 、攻 撃性 の抑圧、 hy-(EKPも 同 じ)・d-II
〈こ こ出 と る し ・ ・かぶ る兜 〉 硬 い構 え (自己隠ぺ い、柔軟性の欠如)
WSF±Crown 自己保全への独善的な構え Sch++EKP(自 己 中心 的 で独 善
強い男性性の憧憬 的 な硬 い構 え)
保守的で蒼古的傾向 d-!!(強 い男性性の抑圧)
CO+!・d-!!(古 い対 象 へ の 固 着
と依存、保守的傾向)
か ぼ ち ゃ!・ ・ 口唇 愛傾 向、依存欲求。 m十
〈半分 に切 ったとこで、 ここが(S) (依存、甘 え、口唇愛欲求)
種の ところ>WSF±Pl
Food
土 偶 ・ ・〈顔 、 手 、 足 、 これ が(S) 精神 的退 行、幼稚 さ。 m十 ・S十 〇 ・C±OEKP・Sch-一 ・
目だと思 う>WSF±(H) 古い対象への依存心 や執着傾 向。 Sch± 十EKP
Antiquity 生き生きとした人間への関心 の乏 し (依 存 、 甘 え、 幼 稚 、退 行 、 内 的 不
さ。抑圧 された不安や緊張。逃避。 安 と緊 張、消 極 的態 度、一 時 的激
情 と現実適応 への努力)
冠 み たい ・ ・〈形 が 似 て い る。 抜 け て 権威 的構 え。権威 への憧 れ。 p十(VGP・EKP共 に)、hy-!
い る と こ ろ が(S)、 冠 に あ る と こ ろ 虚 勢、 自我防衛 的傾 向 (自我拡大的構 え、 自己隠ぺ い)
とそっ くり>WSF±Crown
蝶 ちょ 幼稚 さ、子 どもっぽ さ m+!・C-0(依 存 ・甘 え)
〈全体 だよ。目 とか尻尾。白いのは(S) 自由 な気楽 さを求 める心情 と、孤 PO-・Sch-0(小 心 ・心 気 傾 向)
模様 だ と思 う し、蝶 ちょの柄。 向 こ 立状況や孤独 感が示 されている。 h-EKP・S十 ±
うか ら来 るの を見 て る。大空 に羽 ば 弱小感、空虚 感 (孤立 と心的動揺、不安傾向)
たいてい る弱 っちい蝶 ちょ〉 不安感や寂 しさ Sch-0・Sch--EKP(抑 制 ・防 衛)
WSFM±FKAP ポ ピュラーな多発 反応 S+±(情 緒の動揺が表面化)
m+!(孤 立 することへの強 い不安)
兎 と兎が戯れ ている 幼稚 さ、子 どもっぽ さ C--1-!・C-OEKP
〈顔 、耳 、脚 。遊 ん で い る よ う な … 快楽追求的 (情愛欲求 ・依存欲求)
真ん中 は、何 でもない〉
WFM±A
化け物 強い不安、感情的混乱、焦燥感 P± ±(感 情的爆発の危険性 、不安
〈見 っ た く な い!顔 み た い な 感 じ。 生 じている恐怖 心 を回避 しよ うと をは らんだ強迫傾 向 と緊張状 態)
薄気味悪 い、色が。動物の化 け物〉 緊張 してい る C-一(現 実か らの逃避 ・現実 回避)
WSFC'±(Ad)
ユ2
ソ ンディ法 の因子反応 とロールシャ ッハ法 の言語反応 の関連性 について の一考察
ロール シャ ッハ法 による ロール シャ ッハ法の ソンディ法による
言語反応 言語反応が意味するもの 因子反応と意味
島みたい な崖。海 にある じゃん!水 エネル ギーの低下 SOO・S±-EKP
に影 が映っている 活動力や意欲の低下 (エネル ギーの低下、消極 的 態度、
〈水 か ら顔 を出 している島。影 が水 に 現実逃避的 気力や意欲低下)
映ってい る。下 の ほ うが少 しボケ て 自殺企図の危険性 C-一(現 実逃避、 目標 喪失)
い るか ら映ってい る と思 った。風景
























ロール シャッハ法の 「Food反 応」はソ ンディ




法では 「m+因 子」反応の依存欲求であ り、か
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